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は
じ
め
に

五
島
美
代
子
は
、
一
九
三
六
年
七
月
、
第
一
歌
集
『
暖
流
』（
三
省
堂
）
を
刊

行
し
た
。
同
歌
集
は
一
九
一
五
年
九
月
に
一
七
歳
で
佐
佐
木
信
綱
に
師
事
し
て

か
ら
の
約
二
〇
年
間
の
作
品
群
で
あ
る
。「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
歌
人
同
盟
」
へ
の

参
加
、
そ
こ
か
ら
の
脱
退
を
経
験
し
て
作
歌
を
断
念
し
た
美
代
子
が
、
一
九
三

一
年
か
ら
二
年
間
の
滞
欧
生
活
の
中
で
、
自
己
の
生
き
方
に
懊
悩
し
な
が
ら
歌

人
と
し
て
の
再
出
発
の
決
意
を
す
る
に
至
っ
た
過
程
が
含
ま
れ
て
い
る
。

『
暖
流
』
出
版
前
後
の
時
代
は
、
日
本
は
軍
部
を
中
心
と
し
た
全
体
主
義
国

家
へ
と
移
行
し
て
い
く
時
期
で
あ
り
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
、
社
会
主
義

運
動
へ
の
弾
圧
、
思
想
・
言
論
の
取
り
締
ま
り
が
厳
し
さ
を
増
し
て
い
っ
た
時

代
で
あ
る
。
加
え
て
、
一
九
二
七
年
に
起
こ
っ
た
金
融
恐
慌
や
そ
の
後
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
端
を
発
し
た
世
界
恐
慌
等
に
よ
る
日
本
経
済
の
悪
化
に
よ
っ

て
、
帝
国
主
義
日
本
の
侵
略
戦
争
が
拡
大
し
、
一
九
三
一
年
に
は
満
州
事
変
に

始
ま
る
一
五
年
戦
争
に
突
入
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
戦
争
を
支
え
る
女
性
の
力
が

求
め
ら
れ
、
一
九
三
二
年
三
月
の
「
大
阪
国
防
婦
人
会
」
発
会
を
機
に
銃
後
を

守
る
女
性
た
ち
へ
の
美
化
、
母
性
賞
揚
が
国
策
に
よ
っ
て
押
し
進
め
ら
れ
、
社

会
に
浸
透
し
て
い
っ
た
時
代
で
あ
る
。
そ
し
て
、『
暖
流
』
出
版
年
に
は
、
二
・

二
六
事
件
が
起
き
、
以
後
、
軍
部
が
統
制
力
を
持
ち
、
総
力
戦
体
制
へ
と
突
き

進
む
こ
と
に
な
っ
た
。
短
歌
に
お
い
て
は
、
一
九
三
二
年
一
月
に
は
、
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
歌
人
同
盟
（
一
九
二
八
年
の
無
産
者
歌
人
同
盟
か
ら
出
発
）
が
解
散
し

た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
を
背
景
に
、『
暖
流
』
は
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
稿
で
は
触
れ
な
い
が
、
美
代
子
に
は
、
文
学
史
上
、
母
の
歌
人
、
母
性

愛
の
歌
人
と
し
て
の
評
価
が
定
着
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、『
暖
流
』
に
お
い
て

「
胎
動
」
と
題
す
る
一
五
首
を
詠
ん
だ
こ
と
に
始
ま
る
。
川
田
順
は
、
こ
の
歌

集
に
寄
せ
た
「
序
」
に
お
い
て
、
美
代
子
の
歌
に
は
「
全
く
新
し
い
母
性
愛
の

発
露
」
が
見
ら
れ
る
と
指
摘
し
、「
此
處
に
は
、
初
め
て
胎
動
が
歌
は
れ
て
ゐ

る
」、
と
述
べ
た
。
川
田
は
、
社
会
の
規
範
を
担
う
に
相
応
し
い
知
的
階
級
の

家
庭
婦
人
で
あ
る
美
代
子
の
、
新
し
い
母
性
愛
の
歌
を
称
賛
し
た
。『
暖
流
』

発
刊
年
の
一
〇
月
、
竹
柏
会
編
集
部
は
「『
暖
流
』
批
評
集
」（「
心
の
華
（
マ
マ
）」
竹
柏

会
出
版
部
）
を
編
ん
だ
が
、
そ
こ
で
は
、
新
村
出
や
本
位
田
祥
男
を
は
じ
め
筏

井
嘉
一
や
花
田
比
露
思
等
多
く
の
執
筆
者
た
ち
が
、
川
田
順
の
「
序
」
に
則
っ

て
、
美
代
子
が
近
代
の
「
新
し
い
母
性
愛
」
の
道
を
拓
い
た
と
評
価
し
た⑴
。

前
述
の
時
代
背
景
を
考
え
る
な
ら
、
歌
壇
が
母
性
愛
の
歌
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
す
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
時
代
の
要
請
に
適
合
し
て
い
た
と
言
え
る
。
だ
が
、

こ
の
よ
う
な
歌
壇
の
評
価
は
、
は
た
し
て
『
暖
流
』
刊
行
当
時
、
美
代
子
自
身

五
島
美
代
子
第
一
歌
集
『
暖
流
』

―
作
品
配
列
の
意
味

―

濱
　
　
田
　
　
美
枝
子
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が
最
も
伝
え
た
い
と
意
図
し
た
テ
ー
マ
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
関
し
て
こ
れ
ま
で
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。

美
代
子
は
、『
暖
流
』
の
作
品
群
を
「
滯
欧
歌
鈔
」（
昭
和
七
・
八
年
）・「
帰

朝
後
」（
昭
和
九
・
十
年
）・「
巣
鴨
の
家　

そ
の
一
」（
を
と
め
な
り
し
日
に
）・「
巣

鴨
の
家　

そ
の
二
」（
大
正
十
四
―
昭
和
三
・
四
年
）・「
一
段
階
」（
昭
和
四
・
五
年
）

と
配
列
し
た
。
し
か
し
、
後
に
、
一
九
六
三
年
一
一
月
出
版
の
『
五
島
美
代
子

全
歌
集
』（
短
歌
研
究
社
）、
一
九
八
三
年
四
月
出
版
の
『
定
本　

五
島
美
代
子

全
歌
集
』（
短
歌
新
聞
社
）
で
は
、『
暖
流
』
の
作
品
群
は
編
年
体
に
改
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
改
変
は
何
に
よ
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
第
一
歌
集
で
「
滯

欧
歌
鈔
」
を
冒
頭
に
配
し
、「
一
段
階
」
を
最
後
に
配
し
た
こ
と
に
焦
点
を
あ
て
、

刊
行
当
時
の
美
代
子
の
意
図
を
検
討
し
、
そ
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一
　
既
成
歌
壇
変
革
の
波

昭
和
初
期
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
が
盛
ん
な
一
時
期
で
あ
っ
た
。
蔵

原
惟
人
は
、
戦
前
は
日
本
で
も
「
だ
い
た
い
に
お
い
て
マ
ル
ク
ス
＝
レ
ー
ニ
ン

主
義
の
思
想
的
立
場
に
立
ち
、
共
産
主
義
の
運
動
を
支
持
す
る
作
家
た
ち
の
運

動
と
し
て
発
展
し
た⑵
」
と
記
し
て
い
る
。
一
九
二
五
年
一
二
月
に
「
日
本
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
芸
術
連
盟
」
が
結
成
さ
れ
、
分
裂
・
抗
争
に
至
り
、
一
九
二
八
年
三

月
、「
日
本
無
産
者
芸
術
連
盟
」（
ナ
ッ
プ
）
が
結
成
さ
れ
た
。

こ
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
の
波
は
、
歌
壇
に
も
及
ん
だ
。
一
条
徹
は
、

一
九
二
〇
年
一
二
月
の
日
本
社
会
主
義
同
盟
の
成
立
に
よ
っ
て
「
労
働
者
階
級

と
知
識
人
が
思
想
と
行
動
の
面
で
結
び
つ
」
き
、「
の
ち
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文

学
運
動
の
発
展
に
、
画
期
的
な
意
義
を
も
っ
た⑶
」
と
述
べ
、
昭
和
に
お
け
る
短

歌
革
命
は
「
内
容
変
革
の
問
題
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
先
陣

を
切
っ
た
の
が
、
大
塚
金
之
助
や
石
槫
（
五
島
）
茂
で
あ
る
。
経
済
学
者
で
『
ア

ラ
ラ
ギ
』
の
同
人
で
あ
っ
た
大
塚
金
之
助
は
、
一
九
二
七
年
一
月
創
刊
の
『
ま

る
め
ら
』
の
第
五
号
（
同
五
月
）
に
「
無
産
者
短
歌⑷
」
を
発
表
し
、「
無
産
階

級
は
唯
物
論
の
立
場
に
立
ち
、
歴
史
を
も
社
会
を
も
芸
術
を
も
唯
物
論
的
階
級

的
に
み
る
。
短
歌
の
如
何
に
と
何
故
に
と
を
物
質
的
基
礎
か
ら
説
き
、
全
被
壓

迫
無
産
階
級
解
放
の
熱
情
に
基
い
て
、
そ
の
短
歌
は
革
命
的
、
集
団
的
、
進
出

的
で
あ
り
底
力
を
持
つ
」
と
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
短
歌
の
方
向
性
を
明
確
に
し
、

「
階
級
意
識
だ
！　

先
づ
何
よ
り
自
ら
無
産
者
意
識
を
持
つ
の
だ
！
」
と
、
無

産
青
年
た
ち
の
意
識
を
鼓
舞
し
た
。

茂
は
、
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
の
聴
講
生
で
あ
っ
た
美
代
子
と
東
大
短
歌
会

で
知
り
合
い
、
一
九
二
五
年
五
月
一
二
日
に
結
婚
し
た
。
茂
の
存
在
は
、
歌
人

美
代
子
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ロ
バ
ー
ト
・
オ
ー
ウ
ェ
ン
を
中
心
と
す
る
一
八
、
九
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
社
会

経
済
史
の
研
究
者
で
あ
っ
た
茂
は
、
島
木
赤
彦
に
師
事
し
、「
麦
人
」、「
小
杉

茂
」
の
雅
号
で
一
九
一
九
年
一
二
月
か
ら
一
九
二
四
年
一
二
月
ま
で
『
ア
ラ
ラ

ギ
』
に
作
品
を
発
表
し
た
。
と
同
時
に
、『
心
の
花
』
創
刊
時
か
ら
の
編
集
者

で
あ
る
石
槫
千
亦
を
父
に
持
つ
茂
は
、『
心
の
花
』
の
編
集
を
手
伝
い
、
自
ら

も
作
品
や
批
評
を
掲
載
し
、
選
歌
に
携
わ
る
な
ど
、
若
手
歌
人
と
し
て
評
価
を

得
て
い
た
。

茂
は
、
資
本
主
義
社
会
の
枠
内
で
そ
の
矛
盾
点
を
是
正
し
よ
う
と
す
る
ロ

バ
ー
ト
・
オ
ー
ウ
ェ
ン
の
社
会
変
革
の
方
法
論
を
応
用
し
、
揚
棄
と
い
う
発
想

の
下
に
既
成
歌
壇
の
変
革
を
試
み
た
。
一
九
二
八
年
二
月
か
ら
一
二
月
ま
で

『
短
歌
雑
誌
』
に
、「
短
歌
革
命
の
進
展
（
そ
の
一
）
～
（
そ
の
八
）」（
七
・
八

月
号
は
除
く
）
を
連
載
し
た
。（
そ
の
一
）
の
「
は
し
が
き
」
で
、「
社
会
不
安

の
空
気
」
が
、
歌
人
た
ち
に
従
来
自
己
の
依
拠
す
る
現
実
観
の
根
本
的
変
革
を

要
求
す
る
こ
と
に
よ
り
、
彼
ら
を
動
揺
さ
せ
て
い
る
点
を
指
摘
し
、「
こ
の
動



― ―157

揺
の
味
解
の
上
に
立
ち
、
し
か
も
動
揺
す
ら
を
超
ゆ
る
「
詩
」
の
清
新
さ
を
歌

壇
に
注
ぎ
入
れ
、
や
が
て
来
る
べ
き
短
歌
革
命
の
第
一
石
を
投
ぜ
ん
こ
と
を
希

求
し
て
、
こ
ヽ
に
現
代
歌
壇
の
全
面
的
究
明
を
開
始
す
る
」
と
記
し
た
。
そ
し

て
、『
ア
ラ
ラ
ギ
』
に
対
す
る
、
ア
ラ
ラ
ギ
ズ
ム
が
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
も
の

に
堕
し
て
自
己
矛
盾
を
起
こ
し
て
い
る
、
と
の
糾
弾
を
皮
切
り
に
、
革
新
を
め

ざ
す
西
村
陽
吉
の
歌
論
を
日
和
見
主
義
と
断
じ
、
象
徴
主
義
の
太
田
水
穂
の
象

徴
論
を
観
念
論
と
指
摘
す
る
な
ど
、
既
成
歌
壇
に
切
り
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ

の
連
載
は
歌
壇
に
波
紋
を
呼
び
、
当
時
各
結
社
か
ら
は
批
判
が
相
次
い
だ
が
、

特
に
、
斎
藤
茂
吉
か
ら
の
批
判
は
激
烈
を
極
め
た
。
茂
吉
は
、『
ア
ラ
ラ
ギ
』

の
「
歌
壇
万
覚
帳
」（「
万
覚
帳
別
記
」
を
含
む
）
に
お
い
て
、
一
九
二
八
年
五

月
か
ら
、
八
か
月
に
亘
っ
て
執
拗
に
反
撃
を
連
載
し
た
。
そ
れ
は
、
茂
の
み
な

ら
ず
、「
革
命
家
気
取
の
石
槫
茂
氏
の
妻
」
で
あ
る
美
代
子
の
歌
に
も
及
び
、

「
あ
ぶ
な
い
も
の
ば
か
り
持
ち
た
が
る
子
の
手
か
ら
次
々
に
も
の
を
と
り
上
げ

て
、
ふ
つ
と
寂
し
」
な
ど
『
心
の
花
』
掲
載
の
三
首
（
一
九
二
七
・
一
〇
）
を
挙

げ
、「
こ
ん
な
甘あ
ま

つ
た
る
い
、
思
は
せ
ぶ
り
な
、
下
等
極
ま
る
も
の
が
、
ど
の

点
で
無
産
者
観
念
体⑸
だ
な
ど
と
云
ひ
う
る
の
か
。
近
時
の
『
社
会
観
の
変
革
』

が
一
体
、
ど
の
点
で
こ
れ
ら
の
も
の
に
現
は
れ
て
ゐ
る
の
か
」（
一
九
二
八
・
八
）

と
糾
弾
し
た
。
美
代
子
は
当
時
、
こ
れ
ら
を
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
短
歌
と
し
て
発
表

し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
俎
上
の
魚
と
な
っ
た
。

論
争
の
最
中
、
茂
は
、
前
川
佐
美
雄
や
筏
井
嘉
一
や
坪
野
哲
久
等
と
一
九
二

八
年
九
月
、「
新
興
歌
人
連
盟
」
を
結
成
し
た
。
発
会
式
に
は
、
こ
の
名
称
の

命
名
者
で
あ
る
美
代
子
も
含
め
、
各
結
社
を
脱
し
た
二
〇
数
名
が
参
集
し
た
。

し
か
し
、
機
関
誌
の
刊
行
を
め
ぐ
り
、「
政
治
と
文
学
の
い
ず
れ
を
と
る
か
と

い
う
見
解
対
立
か
ら⑹
」
内
部
分
裂
を
起
こ
し
、
解
散
し
た
。
つ
ま
り
、
短
歌
革

新
に
お
い
て
、「
革
命
は
伝
統
を
無
視
す
る
も
の
か
ら
は
断
じ
て
生
ま
れ
な
い
。

伝
統
を
食
ひ
破
つ
て
く
る
者
か
ら
の
み
生
ま
れ
る
」（「
短
歌
革
命
の
進
展
（
そ

の
二
）」）
と
考
え
る
茂
や
前
川
佐
美
雄
等
と
、
明
確
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
系
の
坪

野
哲
久
等
の
齟
齬
が
顕
在
化
し
た
と
言
え
る
。
脱
退
し
た
坪
野
哲
久
や
渡
辺
順

三
、
大
塚
金
之
助
ら
は
、
同
年
、「
無
産
者
歌
人
連
盟
」
を
結
成
、
機
関
誌
『
短

歌
戦
線
』
を
発
刊
し
た
が
翌
年
解
散
し
、
す
ぐ
に
、「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
歌
人
同

盟
」
を
結
成
し
た
。
九
月
に
機
関
誌
『
短
歌
前
衛
』
が
創
刊
さ
れ
た
。
一
方
、

茂
は
、
翌
一
九
二
九
年
三
月
に
美
代
子
や
前
川
佐
美
雄
と
共
に
歌
誌
『
尖
端
』

を
創
刊
し
た
が
、
半
年
後
に
廃
刊
し
た
。
そ
し
て
、
茂
は
同
年
四
月
に
大
阪
商

科
大
学
（
現
大
阪
市
立
大
学
）
に
赴
任
し
、
一
家
は
茨
田
郡
守
口
町
（
現
大
阪

府
守
口
市
）
に
居
を
構
え
た
。

昭
和
初
期
の
短
歌
革
新
運
動
の
道
筋
を
拓
く
と
い
う
役
割
に
お
い
て
、
既
成

歌
壇
に
幾
多
の
波
紋
を
投
げ
か
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
茂
で
あ
っ
た
が
、
坪
野

哲
久
が
「
階
級
的
な
心
身
な
く
し
て
何
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
運
動
ぞ
！⑺
」
と
糾
弾

し
た
ご
と
く
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
闘
争
の
勢
い
の
前
に
、
階
級
的
身
体
感
覚

を
持
ち
得
な
い
茂
に
と
っ
て
、
社
会
変
革
の
一
端
を
担
う
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。

歌
壇
を
去
っ
た
茂
は
、
一
九
二
九
年
八
月
に
『
石
槫
茂
歌
集
』（
日
本
評
論
社
）

を
刊
行
し
、
そ
の
跋
に
「
本
歌
集
は
歌
壇
へ
の
著
者
の
置
き
土
産
だ
」
と
記
し

た
。
同
歌
集
収
録
の
次
の
歌
に
、
社
会
性
の
導
入
に
よ
っ
て
短
歌
の
芸
術
革
新

を
志
し
た
茂
の
感
性
世
界
が
透
け
て
見
え
る
。

レ
ー
ニ
ン
も
プ
ー
シ
ュ
キ
ン
の
詩
を
よ
み
ふ
け
り
し
と
い
ふ
平
凡
な
こ
と

に
な
ご
む
こ
こ
ろ
あ
り

な
に
階
級
間
の
距
離
？

い
ま

青
空
と
の
す
が
や
か
な
距
離
を
考
へ
て
ゐ
た
の
に
。
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二
　〈
躓
き
〉

―
「
一
段
階
」（
昭
和
四
・
五
年
）

︱

美
代
子
は
、
夫
の
「
新
興
歌
人
連
盟
」
の
結
成
を
支
持
し
『
心
の
花
』
を
退

会
し
て
自
ら
も
準
備
の
会
議
に
加
わ
っ
た
。
裕
福
な
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
の
家

庭
で
育
っ
た
美
代
子
に
は
、
こ
の
体
験
は
こ
れ
ま
で
の
自
己
の
生
活
感
覚
を
一

変
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の
衝
撃
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
美
代
子
は
、『
尖

端
』
の
廃
刊
ま
で
は
茂
と
行
動
を
共
に
し
た
が
、
守
口
に
越
し
て
か
ら
は
自
ら

の
意
思
で
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
歌
人
同
盟
」
に
入
会
し
た
。
美
代
子
は
、
守
口
と

い
う
環
境
を
得
て
工
場
労
働
者
の
現
実
を
目
の
当
た
り
に
し
、
彼
ら
と
一
体
化

は
で
き
な
い
疎
外
感
を
味
わ
い
つ
つ
も
彼
ら
へ
の
想
い
を
歌
に
し
て
い
る
。
こ

の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
短
歌
活
動
の
時
期
の
歌
群
が
、「
一
段
階
」
で
あ
る
。
当
時

の
美
代
子
は
ど
の
よ
う
な
意
識
で
臨
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。

美
代
子
は
、
一
九
二
九
年
一
〇
月
号
の
『
短
歌
前
衛
』
に
「
た
っ
た
二
三
十

銭
の
ち
が
い
の
特
価
品
を
生
命
が
け
で
買
お
う
と
す
る
人
々
の
こ
の
強
さ
は
ど

こ
か
ら
来
た⑻
」
を
発
表
し
た
。
例
え
ば
、
山
田
あ
き
が
、
一
九
三
〇
年
四
月
号

の
同
誌
に
、「
妻
も
家
も
否
飯
さ
え
奪
わ
れ
て
い
る
、
だ
が
俺
た
ち
に
は
大
衆

が
あ
る
と
同
志
の
晴
や
か
な
顔
は
輝
い
て
い
る
」
と
、
同
志
で
あ
る
労
働
者
へ

の
信
頼
と
希
望
の
下
に
詠
ん
だ
歌
を
発
表
し
た
よ
う
に
、
当
時
の
「
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
歌
人
同
盟
」
は
階
級
闘
争
を
目
指
し
て
い
た
集
団
で
あ
る
。
対
し
て
、
美

代
子
の
歌
は
、
余
り
に
も
素
朴
な
無
産
階
級
へ
の
認
識
の
目
覚
め
で
あ
っ
た
。

「
巻
末
に
」（『
暖
流
』）
に
よ
る
と
、
我
が
子
を
す
ら
か
わ
い
が
る
余
裕
の
な
い

女
性
た
ち
の
存
在
に
気
づ
き
、
世
の
中
の
「
不
合
理
が
改
造
」
さ
れ
る
ま
で
は

「
自
分
ば
か
り
が
自
分
の
子
供
一
人
を
見
つ
め
て
、
家
庭
愛
に
の
み
ひ
た
り

切
っ
て
ゐ
る
の
は
、
す
ま
な
い
こ
と
だ
と
思
ひ
だ
し
た
」
こ
と
が
、「
一
番
直

接
に
私
を
新
興
短
歌
運
動
へ
の
参
加
に
駆
り
た
て
た
も
の
で
あ
っ
た
」
と
い
う
。

新
鮮
な
空
気
と
日
光
の
な
か
に
み
す
ぼ
ら
し
い
自
分
の
姿
よ　

書
斎
か
ら

出
て
来
た

自
分
の
子
に
は
決
し
て
さ
せ
る
日
が
な
い
と
安
心
し
て
危
險
な
作
業
の

前
を
通
り
過
ぎ
る
の
か

右
の
前
者
の
歌
は
、
ひ
弱
な
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
が
、
労
働
者
の
側
に
身
を

置
こ
う
と
一
歩
踏
み
だ
し
た
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。
後
者
は
、
と
ま
ど
い
の
中

で
自
分
自
身
へ
の
叱
咤
や
自
己
を
含
む
有
産
階
級
者
へ
の
憤
り
を
歌
に
し
て
い

る
。
し
か
し
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
の
共
産
主
義
的
な
目
的
を
把
握
で
き

な
い
ま
ま
に
、
労
働
者
へ
の
同
情
で
彼
ら
を
見
る
空
気
が
、
美
代
子
に
な
か
っ

た
と
は
言
え
な
い
。

昭
和
初
期
の
労
働
運
動
の
高
ま
り
や
そ
の
流
れ
の
中
で
社
会
に
目
を
向
け
、

無
産
階
級
へ
の
生
活
の
実
感
を
伴
わ
な
い
ま
ま
に
運
動
に
参
加
し
た
美
代
子
に

は
、
当
時
の
自
己
の
思
想
信
条
を
懸
け
た
命
が
け
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
運
動
の
活

動
家
た
ち
と
歩
調
を
共
に
す
る
こ
と
は
、
不
可
能
で
あ
っ
た
。
の
み
な
ら
ず
、

一
九
二
八
年
の
日
本
共
産
党
員
の
一
斉
検
挙
以
後
、
歌
壇
へ
の
官
憲
に
よ
る
弾

圧
は
苛
烈
に
な
り
、
一
九
三
〇
年
刊
行
の
坪
野
哲
久
の
第
一
歌
集
『
九
月
一
日
』

の
発
禁
処
分
な
ど
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
活
動
者
は
危
険
に
晒
さ
れ
た
。
美
代

子
は
、「
ど
こ
か
ら
と
も
わ
か
ら
ず
、
従
い
か
ね
る
過
激
な
指
令
を
受
け
る
に

及
び
」（「
五
島
美
代
子
略
年
譜
」『
底
本　

五
島
美
代
子
全
歌
集
』）、
脱
退
し
た
、

と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
知
ら
ぬ
間
に
党
員
活
動
に
加
担
さ
せ
ら
れ
社
会
的

弾
圧
を
受
け
る
こ
と
へ
の
怯
え
か
ら
で
も
あ
り
、
歌
人
と
し
て
の
自
己
の
本
然

と
の
間
に
広
が
る
齟
齬
に
よ
る
怯
え
か
ら
で
も
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

美
代
子
の
歌
人
と
し
て
の
本
然
を
考
え
る
時
、
注
目
す
る
べ
き
歌
歴
が
あ
る
。
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美
代
子
は
、
一
九
一
七
年
、
一
八
歳
の
日
記
「
思
ひ
の
ま
ヽ
」（
未
公
刊
資
料
）

に
、
一
六
歳
の
年
に
は
歌
を
三
〇
〇
首
ほ
ど
作
り
一
七
歳
の
頃
に
は
四
〇
〇
首

余
り
に
さ
え
な
っ
た
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
の
頃
多
く
の
古
典
に
親
し
み
、「
十

七
の
秋
辺
か
ら
は
殊
に
古
今
集
を
精
読
し
」
深
く
感
銘
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、

「
歌
を
詠
み
た
い
な
ど
ヽ
（
マ
マ
）思
ひ
初
め
た
の
は
勿
体
な
い
乍
ら
全
く
お
か
く
れ
あ

そ
ば
し
た
明
治
天
皇
と
照
憲
皇
太
后
の
御
言
葉
の
は
し
を
も
れ
承
は
り
始
め
て

か
ら
の
事
で
あ
る
。（
中
略
）
あ
れ
に
よ
っ
て
私
は
自
分
の
生
ま
れ
た
国
の
国

柄
を
知
り　

深
く
皇
室
を
う
や
ま
ひ
慕
ひ
ま
つ
る
感
情
を
育
ま
れ
た
の
で
あ

る
」
と
、
歌
へ
の
関
心
の
出
発
と
な
っ
た
体
験
を
記
し
て
い
る
。
美
代
子
の
歌

歴
に
鑑
み
る
な
ら
、
美
代
子
の
歌
心
の
根
底
に
は
伝
統
的
和
歌
が
あ
り
、
天
皇

制
へ
の
違
和
感
は
な
い
。
そ
れ
故
、
そ
れ
ら
を
根
扱
ぎ
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
短
歌
活
動
に
、
理
性
で
は
な
く
、
感
覚
的
に
一
体
化
で
き
な
い
何

か
が
働
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

美
代
子
は
脱
退
の
代
償
と
し
て
作
歌
活
動
の
断
念
を
決
意
し
た
。「
巻
末
に
」

で
、「
敗
北
者
と
し
て
の
私
は
、
せ
め
て
は
歌
と
い
ふ
も
の
か
ら
す
つ
か
り
離

れ
て
し
ま
ふ
こ
と
に
よ
つ
て
、
自
分
の
面
目
な
い
気
持
を
あ
ら
は
し
た
い
と
思

つ
た
。」 (

『
暖
流
』)

と
記
し
て
い
る
。
一
九
三
一
年
、
美
代
子
が
イ
ギ
リ
ス

か
ら
佐
佐
木
信
綱
に
宛
て
た
便
り
に
「
今
で
も
あ
の
時
の
方
向
は
、
確
か
に
正

し
か
つ
た
と
思
ふ
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
悪
い
の
は
、
自
分
が
信
じ
て
選
ん
だ
道

を
、
正
し
い
と
思
ひ
乍
ら
、
而
も
敢
て
進
み
通
す
事
の
出
来
な
か
つ
た
事
だ
と

存
じ
ま
す
。
私
は
た
ゞ
意
気
地
な
く
傷
つ
い
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。
そ
れ
は
人
に

傷
つ
け
ら
れ
た
の
で
は
な
し
に
、
自
分
で
自
信
を
失
つ
た
時
に
、
自
ら
傷
つ
い

て
し
ま
つ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
」（『
心
の
花
』
一
九
三
一
年
一
二
月
号
）
と
、
あ
る
。

社
会
の
歪
み
の
是
正
を
求
め
悩
み
な
が
ら
も
、
現
実
の
行
動
に
お
い
て
は
、
同

盟
の
活
動
に
つ
い
て
は
い
け
な
い
美
代
子
で
あ
っ
た
。
美
代
子
は
自
己
の
信
じ

る
道
を
貫
け
な
か
っ
た
自
身
に
自
信
を
喪
失
し
傷
つ
い
た
と
い
う
。
こ
の
純
真

と
も
愚
直
と
も
言
え
る
、
面
目
な
さ
を
伴
う
個
人
的
心
情
の
吐
露
は
、
自
身
の

生
き
る
姿
勢
そ
の
も
の
に
対
す
る
迷
い
で
あ
り
、
社
会
的
闘
争
に
直
結
す
る
も

の
と
は
考
え
難
い
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、「
私
は
か
う
し
た
過
去
の
歌
屑
の
葬
式
を
出
す
や
う
な
氣
持
ち
で
こ

の
集
を
編
ん
だ
」（『
暖
流
』「
巻
末
に
」）
と
記
し
た
。「
過
去
の
歌
屑
」
と
は
、

歌
を
作
り
始
め
て
か
ら
「
新
興
歌
人
連
盟
」
の
結
成
を
経
て
、
作
歌
活
動
を
断

念
す
る
こ
と
に
な
る
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
歌
人
連
盟
」
か
ら
の
脱
退
に
至
っ
た
歌

群
を
指
す
、
と
考
え
ら
れ
る
。「
巣
鴨
の
家
」
に
象
徴
さ
れ
る
高
い
知
性
と
教

養
を
備
え
た
教
育
者
で
あ
る
両
親
の
庇
護
の
下
で
の
生
活
が
、
美
代
子
の
胸
に

は
走
馬
灯
の
よ
う
に
駆
け
巡
っ
た
で
あ
ろ
う
。
夫
と
共
に
新
し
く
歩
み
始
め
た

短
歌
の
世
界
か
ら
追
わ
れ
、
懐
疑
の
淵
に
沈
み
こ
ん
だ
こ
の
時
期
の
体
験
は
何

に
繋
が
る
と
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
特
に
、
美
代
子
に
と
っ
て
の
「
一
段
階
」

は
歌
人
と
し
て
の
〈
死
〉
へ
の
道
筋
を
辿
る
〈
躓
き
〉
で
あ
っ
た
が
、
あ
え
て

歌
集
に
取
り
上
げ
た
こ
と
に
ど
の
よ
う
な
意
味
が
見
い
だ
せ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
一
段
階
」
は
、
美
代
子
に
と
っ
て
、
信
綱
や
茂
と
い
う
歌
の
導
き
手
と
の

訣
別
を
経
て
、
初
め
て
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
歌
人
と
し
て
社
会
的
自
立
に
踏

み
出
し
た
体
験
を
有
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
歌
人
美
代
子
に
と
っ
て
エ
ポ
ッ
ク

を
画
す
る
時
期
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
歌
集
か
ら
外
す
こ
と
の
で
き
な
い

重
要
な
意
味
を
持
つ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
九
三
六
年
と
い
う
時
代
背
景
を

考
え
る
な
ら
、「
過
去
の
歌
屑
の
葬
式
を
出
す
」
こ
と
は
、
そ
の
後
の
自
身
の

歩
み
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
活
動
と
は
一
線
を
画
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
公

的
に
表
明
す
る
意
図
を
含
ん
で
い
る
と
言
え
ま
い
か
。
美
代
子
が
本
来
の
自
己

の
求
め
る
歌
の
世
界
を
展
開
す
る
た
め
に
は
必
要
不
可
欠
な
意
思
表
示
で
あ
る
。

美
代
子
は
、〈
復よ
み
が
へ
り活
〉⑼
の
た
め
に
踏
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
「
明
日
へ
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の
一
段
階
」
と
し
て
、「
血
と
な
り
肉
と
な
る
べ
く
今
後
も
努
力
し
て
ゆ
き
た

い
」(
『
暖
流
』「
巻
末
に
」)

と
記
し
て
い
る
。「
一
段
階
」
は
、
歌
人
五
島
美

代
子
の
過
去
へ
の
訣
別
と
〈
復よ
み
が
へ
り活〉
の
一
歩
を
宣
言
す
る
役
割
を
担
っ
て
、『
暖

流
』
の
最
後
に
配
列
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三
　〈
復
よ
み
が
へ
り活
〉
へ
の
一
掬
の
水
を
求
め
て 

　
　
　
　

―
「
滯
欧
歌
鈔
」（
昭
和
七
・
八
年
）

︱

作
歌
活
動
を
退
い
た
美
代
子
は
、
茂
の
留
学
に
伴
い
吾
子
と
共
に
一
九
三
一

年
か
ら
一
九
三
三
年
ま
で
イ
ギ
リ
ス
を
主
と
す
る
滞
欧
生
活
を
送
っ
た
。
一
九

三
三
年
三
月
は
、
日
本
が
国
際
連
盟
脱
退
を
正
式
に
通
告
し
た
年
で
あ
る
。

茂
・
美
代
子
夫
婦
に
と
っ
て
孤
立
感
を
抱
き
な
が
ら
の
異
国
生
活
で
あ
っ
た

が
、
そ
れ
故
、
よ
り
鮮
明
に
日
本
人
で
あ
る
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
―
を

自
覚
し
、
寂
寥
を
託
つ
日
々
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
次
の
歌
か
ら
響
い
て
く
る
。

吾
ら
に
邦く

に家
あ
り　

く
に
あ
り
と
思
ふ　

引
き
ち
ぎ
ら
れ
て
来
し
た
だ
の

一
部
分
な
り
吾
ら
は

ま
た
、
同
年
一
月
か
ら
三
月
ま
で
茂
が
単
身
で
ド
イ
ツ
に
渡
っ
た
時
期
の
美

代
子
の
作
品
に
、「
ピ
カ
デ
ィ
リ
の
冬
」
と
題
す
る
歌
群
が
あ
る
。
ピ
カ
デ
リ

―
の
街
角
で
、
異
国
人
の
吾
子
に
目
を
留
め
る
娼
婦
た
ち
と
の
、
子
と
い
う
共

通
性
を
介
し
て
の
束
の
間
の
触
れ
合
い
で
あ
っ
た
。
次
の
歌
の
よ
う
に
、
生
活

の
た
め
に
娼
婦
に
堕
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
女
性
の
頼
り
処
の
な
い
心
細
げ
な

素す

の
母
の
表
情
に
孤
独
な
心
が
響
き
合
っ
た
り
、
社
会
の
底
辺
で
生
き
る
生
命

力
の
萎
え
た
よ
う
な
孤
独
な
娼
婦
ら
の
後
ろ
姿
に
、
世
の
不
条
理
を
感
じ
て

憤
っ
た
り
す
る
美
代
子
の
眼
差
し
に
は
、
新
興
短
歌
運
動
の
頃
と
共
通
す
る
も

の
が
あ
る
。

母ぼ
せ
い性
の
相さ
う

ふ
と
あ
ら
は
れ
て
よ
り
ど
な
し　

紅
粉
の
底
の
街が
い
し
ゃ
う娼の
顔
に

う
し
ろ
か
げ
寒
き
娼を
ん
な婦
ら
過よ
ぎ

り
来
て　

世
を
い
き
ど
ほ
る
心
も
つ
わ
れ　

は
こ
の
よ
う
に
、
多
様
な
異
文
化
体
験
を
重
ね
な
が
ら
イ
ギ
リ
ス
で
の
生
活
を

終
え
た
一
家
は
、
一
九
三
三
年
五
月
、
美
代
子
の
強
い
希
望
で
一
ヶ
月
間
パ
リ

に
滞
在
し
た
。
美
代
子
は
こ
の
間
、
連
日
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
を
訪
れ
た
が
、
こ

の
体
験
は
歌
人
と
し
て
の
〈
復よ
み
が
へ
り活〉
の
道
を
決
定
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
「
晩
鐘
」
は
狂
人
に
破
ら
れ
て
、
い
ま
修
理
中
な
り
と
い
ふ

こ
こ
に
来
れ
ば
誰
し
も
き
ち
が
ひ
に
な
る
な
ら
む　

空
畏お
そ
ろし
く
も
並
び

並
ぶ
名
画
ま
た
名
画

と
詠
ん
だ
よ
う
に
、
美
代
子
は
芸
術
の
力
に
圧
倒
さ
れ
、
平
常
心
で
は
い
ら
れ

な
か
っ
た
よ
う
だ
。
歌
の
世
界
を
、
創
作
の
喜
び
を
自
ら
葬
っ
た
美
代
子
ゆ
え

に
、
芸
術
へ
の
尋
常
な
ら
ざ
る
執
念
が
湧
き
上
が
り
懊
悩
す
る
さ
ま
が
見
て
取

れ
る
。
一
九
三
五
年
六
月
号
の
『
心
の
花
』
に
、
美
代
子
は
「
短
歌
雑
感
」
を

掲
載
し
た
が
、
そ
の
中
で
「
ル
ー
ブ
ル
ミ
ュ
ー
ゼ
の
巡
礼
の
後
、
心
に
湧
き
起

る
感
興
と
、
自
分
を
省
み
て
の
む
な
し
さ
、
さ
び
し
さ
、
何
か
し
た
い
―
何
か

に
自
分
を
ゆ
だ
ね
な
い
で
は
ゐ
ら
れ
な
い
気
も
ち
に
転
々
反
側
し
た
時
、
や
つ

ぱ
り
思
ひ
あ
た
つ
て
、
す
が
り
つ
い
た
の
が
歌
だ
つ
た
」
と
記
し
て
い
る
。

茂
に
よ
る
と
、
美
代
子
は
特
に
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
「
瀕
死
の
奴
隷
」
像
に
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心
を
奪
わ
れ
、
鑑
賞
し
続
け
た
と
い
う
。
後
に
次
の
よ
う
に
記
し
た
。

蒼
空
へ
も
伸
び
よ
う
と
す
る
均
整
と
れ
た
肢
体
が
、
き
つ
い
呪
縛
の
も
と

に
息
た
え
よ
う
と
す
る
瞬
間
の
恍
惚
の
境
で
あ
る
。
定
型
に
し
ば
ら
れ
、

伝
統
の
重
さ
に
あ
え
ぎ
な
が
ら
、「
棒
し
ば
り
」
の
踊
り
を
お
ど
ろ
う
と

す
る
「
私
の
短
歌
」
の
シ
ム
ボ
ル
で
あ
る⑽

苦
し
み
悶
え
な
が
ら
息
絶
え
よ
う
と
す
る
「
瀕
死
の
奴
隷
」
像
は
、
そ
れ
に

抗
う
よ
う
に
蒼
空
に
向
か
っ
て
き
っ
ぱ
り
と
顔
を
上
げ
、
恍
惚
の
様
を
呈
す
る
。

シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ト
ル
ナ
イ
は
こ
の
「
奴
隷
」
像
に
つ
い
て
、「
肉
体
の
呪
縛

に
対
す
る
、
魂
の
つ
ら
く
甲
斐
な
き
戦
い
の
象
徴
へ
と
変
貌
」
さ
せ
、
力
強
さ

と
し
な
や
か
さ
を
併
せ
持
つ
調
和
の
取
れ
た
青
年
の
肉
体
を
縛
っ
て
い
る
帯
は

「
魂
の
呪
縛
の
具
現
化
」
と
言
え
る⑾
、
と
指
摘
す
る
。
心
な
ら
ず
も
歌
の
世
界

で
黙
し
異
郷
に
あ
る
美
代
子
は
、
現
代
詩
と
い
う
表
現
方
法
も
あ
る
中
で
な
お
、

「
定
型
に
し
ば
ら
れ
、
伝
統
の
重
さ
に
あ
え
ぎ
な
が
ら
」
短
歌
と
い
う
表
現
形

態
を
求
め
た
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
生
を
振
り
返
り
、
自
己
の
魂
の
呪
縛
と

共
通
す
る
も
の
を
見
出
し
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。「「
棒
し
ば
り
」
の
踊
り
」

は
、
狂
言
「
棒
縛
り
」
が
舞
踊
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
初
演
は
一
九
一
六

年
だ
が
、
当
時
世
間
で
は
新
鮮
な
感
覚
で
受
け
止
め
ら
れ
た
と
い
う
。
後
ろ
手

に
縛
ら
れ
た
太
郎
冠
者
と
棒
で
両
手
を
縛
ら
れ
た
次
郎
冠
者
が
、
不
自
由
な
ま

ま
互
い
に
酒
を
飲
ま
せ
あ
い
、
酔
っ
た
次
郎
冠
者
が
棒
縛
り
の
ま
ま
心
地
よ
く

踊
る
。
美
代
子
に
と
っ
て
、
作
歌
は
拘
束
あ
っ
て
こ
そ
の
解
放
で
あ
り
、
恍
惚

で
あ
っ
た
の
だ
。
美
代
子
は
、
短
歌
の
様
式
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
そ
れ
を
突
き

破
っ
て
新
し
い
独
自
の
短
歌
を
踊
ろ
う
と
奮
い
立
っ
た
。
美
代
子
は
「
瀕
死
の

奴
隷
」
像
に
、
自
己
の
生
き
る
べ
き
道
を
発
見
し
た
。『
丘
の
上
』（
弘
文
社　

一
九
四
八
・
四
）
の
次
の
歌
に
、
こ
の
像
か
ら
受
け
た
啓
示
が
歌
人
美
代
子
の

生
き
方
の
根
底
を
支
え
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

し
ば
ら
れ
し
奴
隷
の
如
く
人
も
吾
も
身
を
揉
み
生
く
れ
手
に
は
筆
も
つ

息
た
え
ん
と
す
る
か
の
奴
隷
像
の
美
し
さ
は
思
へ
わ
れ
は
も
生
き
む
身
を

揉
み
育
ち

帰
国
し
た
美
代
子
を
「
傷
つ
い
た
ま
ま
で
」
迎
え
入
れ
た
の
が
、
短
歌
新
聞

の
柳
田
新
太
郎
で
あ
っ
た
。
柳
田
は
美
代
子
に
と
っ
て
「
復よ
み
が
へ
り活へ
の
一
掬
の
水
」

（『
暖
流
』「
巻
末
に
」）
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
佐
佐
木
信
綱
も
『
心
の
花
』
へ

の
歌
の
掲
載
を
勧
め
た
。
美
代
子
は
短
歌
掲
載
の
場
を
得
て
、「
瀕
死
の
奴
隷
」

像
と
共
に
歌
人
と
し
て
蘇
っ
た
の
で
あ
る
。

「
滯
欧
歌
鈔
」
を
作
品
の
冒
頭
に
配
列
し
た
の
は
、
美
代
子
が
「
瀕
死
の
奴

隷
」
像
を
見
つ
め
続
け
た
一
か
月
の
深
い
芸
術
体
験
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の

苦
悩
と
模
索
の
時
期
を
乗
り
越
え
、
自
身
の
求
め
る
芸
術
の
極
致
、
方
向
性
を

確
た
る
も
の
と
し
て
摑
み
得
た
こ
と
を
読
者
に
証
す
る
抄
だ
か
ら
で
あ
る
。
歌

人
と
し
て
の
自
己
の
立
脚
点
を
明
確
に
し
、
帰
国
後
の
本
格
的
な
創
作
活
動
の

始
動
を
明
白
に
歌
壇
に
示
す
必
然
か
ら
生
ま
れ
た
意
図
的
な
配
列
で
あ
る
。
そ

し
て
、
そ
の
た
め
に
踏
ま
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
「
一
段
階
」
を
最
終
部
に
配
列

し
た
。
な
ぜ
な
ら
、〈
復よ
み
が
へ
り活〉
は
〈
死
〉
の
上
に
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
。

お
わ
り
に

以
上
、
本
稿
で
検
証
し
た
よ
う
に
、
第
一
歌
集
『
暖
流
』
の
配
列
に
は
、
美

代
子
の
歌
人
と
し
て
の
〈
復よ
み
が
へ
り活〉
へ
の
決
意
表
明
の
意
志
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
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昭
和
初
期
の
社
会
不
安
の
中
で
参
加
し
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
活
動
に
〈
躓

き
〉、
ひ
と
た
び
は
歌
人
と
し
て
の
〈
死
〉
を
選
択
し
て
茂
の
イ
ギ
リ
ス
留
学

を
機
に
共
に
日
本
を
離
れ
た
が
、
国
際
情
勢
の
悪
化
か
ら
日
本
人
に
対
す
る
冷

や
や
か
な
視
線
を
身
に
受
け
て
の
滞
欧
生
活
で
あ
っ
た
。
深
い
孤
独
の
中
で
沈

黙
し
内
省
を
深
め
て
い
っ
た
美
代
子
が
、
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
で
一
か
月
も
の
間

芸
術
の
世
界
に
没
入
し
本
物
と
対
峙
し
続
け
た
こ
と
は
、
特
筆
す
べ
き
体
験
で

あ
っ
た
。

特
に
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
「
瀕
死
の
奴
隷
」
像
と
の
出
会
い
に
天
啓
が
閃
い

た
か
の
よ
う
な
衝
撃
を
受
け
、
自
ら
の
溢
れ
出
る
芸
術
世
界
へ
の
希
求
を
実
感

し
た
美
代
子
に
と
っ
て
、
自
ら
が
失
わ
せ
し
め
た
短
歌
の
世
界
が
い
か
に
大
切

な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
体
験
で
得
た

も
の
が
新
生
美
代
子
の
核
と
な
り
、
以
後
、
美
代
子
を
突
き
動
か
し
て
ゆ
く
。

そ
れ
故
、〈
復よ
み
が
へ
り活〉
の
美
代
子
を
表
明
す
る
第
一
歌
集
『
暖
流
』
の
最
初
に
「
滯

欧
歌
鈔
」
を
配
し
た
の
は
必
然
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
か
つ
て
の
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
短
歌
活
動
の
足
跡
を
隠
蔽
す
る
こ
と
な
く
最
終
部
に
配
し
た
と
こ
ろ
に
、
美

代
子
の
歌
人
と
し
て
の
矜
持
を
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。〈
躓
き
〉
を
明
ら
か

に
し
て
こ
そ
、
歌
人
と
し
て
自
己
の
本
然
に
よ
る
〈
復よ
み
が
へ
り活〉
の
第
一
歩
を
踏
み

出
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

加
え
て
、
例
え
ば
「
一
段
階
」
で
得
た
も
の
は
、
後
の
、
自
身
が
や
が
て
歌

う
こ
と
に
な
っ
た
生
活
の
裏
付
け
に
根
差
し
た
「
生
活
短
歌
」
や
、「
朝
日
歌

壇
」
の
選
者
と
し
て
共
感
を
呼
ぶ
生
活
者
の
歌
を
積
極
的
に
採
用
す
る
姿
勢
な

ど
に
活
か
さ
れ
、
独
自
の
世
界
を
拓
く
の
に
繋
が
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
両
者
の

間
に
は
、「
巣
鴨
の
家
」
に
象
徴
さ
れ
る
母
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
枠
組
み
や
、

吾
子
の
誕
生
に
よ
る
拘
束
さ
れ
た
枠
組
み
の
中
で
生
き
て
き
た
生
、
時
代
の
枠

組
み
に
拘
束
さ
れ
た
生
を
背
負
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
作
品
群
が
挟
ま
れ
て
い
る
。

今
後
、
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
が
、『
暖
流
』
は
、
母
の
歌
人
、
母
性
愛
の
歌

人
と
冠
さ
れ
る
美
代
子
の
、
近
代
の
母
性
愛
神
話
で
は
覆
い
き
れ
な
い
独
自
の

「
母
性
」
の
歌
の
原
型
を
包
含
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
暖
流
』
に
は
、
美

代
子
の
重
層
的
世
界
の
萌
芽
が
多
々
見
ら
れ
る
。
一
九
三
八
年
、
美
代
子
は
茂

と
共
に
短
歌
雑
誌
『
立
春
』
を
創
刊
し
た
が
、
ま
さ
に
、
美
代
子
の
〈
復よ
み
が
へ
り活
〉

の
選
択
で
あ
っ
た
。
後
に
、『
暖
流
』
が
、
編
年
体
で
各
歌
集
に
組
み
こ
ま
れ

た
の
は
、
歌
人
と
し
て
ゆ
る
ぎ
な
い
信
念
と
自
信
が
生
ま
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

注
⑴　

五
島
美
代
子
の
母
の
歌
に
関
す
る
評
論
は
、『
母
の
歌
集
』（
立
春
短
歌
会
一
九
五

三
・
七
）
出
版
以
後
に
活
発
に
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
早
世
し

た
吾
子
の
死
を
題
材
と
し
た
歌
群
へ
の
言
及
が
主
要
な
意
味
を
持
つ

⑵　

蔵
原
惟
人
「
各
論　

３　

文
学
運
動
と
そ
の
理
論
」（
小
田
切
秀
雄
編
『
講
座　

日
本
近
代
文
学
史　

第
四
巻
』　

大
月
書
店　

一
九
五
七
・
二
）

⑶　

一
条
徹
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
短
歌
運
動
」（
著
者
代
表
土
屋
文
明
『
昭
和
短
歌
史
―

近
代
短
歌
史
第
三
巻
』　

春
秋
社　

一
九
五
八
・
七
）

⑷　
『
大
塚
金
之
助
著
作
集
第
九
巻
』
所
収　

岩
波
書
店　

一
九
八
一
・
九　

⑸　

茂
が
「
短
歌
革
命
の
進
展
（
そ
の
一
）」
で
、
詩
歌
は
「
形
象
を
以
て
自
己
の
観

念
を
表
現
す
る
の
だ
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
応
酬
と
し
て
用
い
て
い
る
。

⑹　

五
島
茂　
「
自
伝
第
四
回
」　
（『
短
歌
』
一
九
六
九
・
八
）

⑺　

坪
野
哲
久
「
石
榑
茂
と
書
斎
主
義
」　
（『
短
歌
雑
誌
』
一
九
二
九
・
九
）

⑻　
『
暖
流
』
の
「
一
段
階
」
で
は
「
唯

た
つ
た

二
三
十
銭
の
差ち
が
ひの
特
価
品
を
生
命
が
け
で
買

は
う
と
す
る
人
人
の
こ
の
強
さ
は
ど
こ
か
ら
来
た
」
と
表
記
。

⑼　
『
暖
流
』「
文
末
に
」
で
、
美
代
子
が
「
復よ

み
が
へ
り活へ
の
一
掬
の
水
」
と
い
う
表
現
を
使

用
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
採
っ
た
。

⑽　

五
島
美
代
子
『
私
の
短
歌
』　

柴
田
書
店　

一
九
五
七
・
九

⑾　

シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ト
ル
ナ
イ　

田
中
英
道
訳
『
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
』　　

岩
波
書



― ―163

店　

一
九
七
八
・
一
一

〈
付
記
〉
未
公
刊
資
料
は
、
著
作
権
継
承
者
で
あ
る
五
島
い
づ
み
氏
の
了
承
の
も
と
に

引
用
し
た
。
ま
た
、「
美
代
子
は
『
定
本　

五
島
美
代
子
全
歌
集
』
を
自
分
の
歌
と

し
た
」
と
の
い
づ
み
氏
の
言
で
あ
り
、
そ
の
重
み
は
十
分
に
尊
重
し
た
い
。
本
稿
で

は
、
文
学
史
・
短
歌
史
的
観
点
か
ら
五
島
美
代
子
を
評
価
し
た
い
と
い
う
立
場
で
、

『
暖
流
』
掲
載
の
も
の
を
引
用
し
た
。

　
　

本
論
の
内
容
は
、
論
旨
の
関
係
上
、
拙
稿
「
五
島
美
代
子
（
四
）
―
母
と
娘
の
ウ

ロ
ボ
ロ
ス
的
円
環
―
」（『
あ
ま
だ
む
』
二
〇
〇
五
・
九
）
と
重
な
る
箇
所
が
あ
る
こ

と
を
お
断
り
し
た
い
。

　
　

本
稿
で
使
用
す
る
漢
字
は
原
則
と
し
て
現
行
の
字
体
に
従
っ
た
。
引
用
文
の
仮
名

遣
い
は
原
文
通
り
で
あ
る
。

受
　
贈
　
雑
　
誌
（
六
）

中
央
大
学
国
文	

中
央
大
学
国
文
学
会

鶴
見
大
学
紀
要	

鶴
見
大
学

鶴
見
日
本
文
学	

鶴
見
大
学
大
学
院
日
本
文
学
専
攻

帝
京
日
本
文
化
論
集	

帝
京
大
学
国
語
国
文
学
会

帝
京
大
学
文
学
部
紀
要	

帝
京
大
学
文
学
部
日
本
文
化
学
科

東
海
学
園
言
語
・
文
学
・
文
化	

東
海
学
園
大
学
日
本
文
化
学
会

東
京
女
子
大
学
日
本
文
学	

東
京
女
子
大
学
日
本
文
学
研
究
室

東
京
大
学
国
文
学
論
集	

東
京
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室

同
志
社
國
文
学	

同
志
社
大
学
国
文
学
会

同
志
社
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文
学	

同
志
社
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会

東
北
文
学
の
世
界	

盛
岡
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科

徳
島
大
学
国
語
国
文
学	

徳
島
大
学
国
語
国
文
学
会

都
大
論
究	

東
京
都
立
大
学
国
語
国
文
学
会

名
古
屋
平
安
文
学
研
究
会
会
報	

名
古
屋
平
安
文
学
研
究
会

南
山
大
学
日
本
文
化
学
科
論
集	

南
山
大
学
日
本
文
化
学
科

新
潟
大
学
国
文
学
会
誌	

新
潟
大
学
人
文
学
部
国
文
学
会

二
松	

二
松
学
舎
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

二
松
学
舎
大
学
人
文
論
叢	

二
松
学
舎
大
学
人
文
学
会

日
本
近
代
文
学
館
年
誌	

日
本
近
代
文
学
館

日
本
研
究	

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

日
本
言
語
文
化
研
究	

日
本
言
語
文
化
研
究
会


